
　

宮
城
厚
生
協
会
主
催
に
よ
る
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
９
月
12
日

に
標
記
テ
ー
マ
で
、
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
に
て
約
２
２
０

名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン�

　
地
域
医
療
構
想
等
へ
の�

�

現
場
か
ら
の
声

　

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
は
、
北
村
龍
男
氏
（
宮
城
県

保
険
医
協
会
前
理
事
長
）、
道
又

勇
一
氏
（
宮
城
県
病
院
協
会
会

長
）、
入
間
田
範
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
介
護
サ
ー
ビ
ス
非
営
利
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
や
ぎ
副
理
事

長
）
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
に
あ
た
り
、
今
田
隆
一
理

事
長
よ
り
、
２
０
２
５
年
に
向
け

た
医
療
提
供
体
制
な
ど
六
つ
の
視

点
が
示
さ
れ
、
各
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

あいさつする今田理事長と会場いっぱいの出席者

第一セッションシンポジストの３氏

第二セッションシンポジストの３議員

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
言

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

北
村
氏
は
、
医
療
提
供
体
制
に

関
わ
り
病
床
区
分
に
触
れ
、
診
療

報
酬
デ
ー
タ
で
議
論
さ
れ
て
い
る

点
で
慢
性
期
病
床
の
削
減
に
危
機

感
を
示
し
、
医
療
問
題
を
多
く
の

国
民
に
知
ら
せ
る
必
要
性
を
指
摘

し
ま
し
た
。

　

道
又
氏
は
、
国
が
示
す
在
宅
医

療
の
矛
盾
点
を
指
摘
し
、「
桂
・

将
監
多
種
連
携
の
会
」
の
取
り
組

み
を
例
に
、
如
何
に
し
て
地
域
で

在
宅
医
療
を
支
え
て
い
く
か
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
間
田
氏
は
、
国
が
進
め
る
抑

制
政
策
に
よ
る
介
護
事
業
所
の
実

態
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
国
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
が
「
家
で
自
然
に
お

亡
く
な
り
に
な
る
こ
と
は
珍
し
い

こ
と
で
は
な
く
な
る
。
家
族
の
心

構
え
が
必
要
。」
と
示
し
た
こ
と

に
、
非
常
に
危
機
感
を
覚
え
る
と

述
べ
ま
し
た
。

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン�

�

国
会
議
員
に
よ
る
政
策
討
論

　

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
秋
葉
賢
也

衆
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
）、
桜

井
充
参
議
院
議
員
（
民
主
党
）、
小

池
晃
参
議
院
議
員
（
日
本
共
産
党
）

に
出
席
い
た
だ
き
、
三
者
の
立
場
か

ら
発
言
し
討
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
葉
議
員
は
、
日
本
の
医
療
の

西
高
東
低
の
状
況
、
低
所
得
者
へ

の
支
援
、
医
療
と
介
護
の
連
携
強

化
に
触
れ
、
医
療
提
供
体
制
の
確

保
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
指
摘

テ
ー
マ
：
い
ま
地
域
医
療
と

介
護
は
ど
こ
に
向
か
う
の
か

�

副
専
務
理
事
　
平
賀
　
秀
法
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「
地
域
の
た
ま
り
場
」に
し
た
ら
？

　

震
災
後
、
若
林
ク
リ
ニ
ッ
ク
奥

の
部
屋
に
長
町
病
院
の
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
を
臨
時
移
設
し
ま
し
た
が
、

昨
年
８
月
に
長
町
病
院
新
築
に
伴

い
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
は
再
移
転
し
、

空
き
部
屋
に
な
り
ま
し
た
。

　

何
か
活
用
は
？
と
考
え
て
い
た

頃
、「
地
域
の
た
ま
り
場
」
に
し

た
ら
？
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。

　

当
時
、
地
域
包
括
ケ
ア
が
話
題

に
な
っ
て
お
り
、
介
護
予
防
関
連

事
業
の
一
部
を
地
域
の
互
助
的
組

織
に
押
し
出
す
方
向
が
政
策
的
に

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
安
上
が
り

の
介
護
政
策
と
い
う
問
題
は
あ
り

ま
す
が
、「
た
た
か
い
と
対
応
」

の
視
点
か
ら
そ
の
受
け
皿
に
な
る

よ
う
な
も
の
を
模
索
し
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。
赤
字
続
き
の
診
療
所

で
す
か
ら
、
お
金
を
か
け
る
わ
け

に
も
い
き
ま
せ
ん
。

　

職
員
・
友
の
会
と
介
護
事
業
実

績
の
あ
る
高
齢
者
生
活
協
同
組

合
、
民
医
連
Ｏ
Ｂ
な
ど
数
人
に
毎

月
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
約
半
年
間

相
談
し
て
き
ま
し
た
。

　

早
坂
看
護
師
の
指
導
に
よ
る
ヨ

ガ
教
室
、
友
の
会
の
歌
う
会
や
切

り
絵
教
室
サ
ー
ク
ル
、
高
齢
協
仲

介
に
よ
る
そ
ば
打
ち
・
食
べ
る
会

な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
な
が

ら
、
た
ま
り
場
の
構
想
を
練
っ
て

き
ま
し
た
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
・

交
流
・
助
け
合
い
・
学
び
あ
い
」

　

昨
年
12
月
に
は
、
い
く
つ
か
の

候
補
の
中
か
ら
名
称
を
「
ゆ
っ
た

り
サ
ロ
ン
若
林
」
と
決
め
、
切
り

絵
教
室
の
師
匠
で
あ
る
渡
辺
正
美

さ
ん
に
写
真
の
よ
う
な
サ
ロ
ン
の

看
板
も
デ
ザ
イ
ン
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
本
年
４
月
の
友
の
会
総
会

に
提
案
し
、
５
月
連
休
明
け
か
ら

オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
リ
ラ
ッ

ク
ス
・
交
流
・
助
け
合
い
・
学
び

あ
い
」
と
し
ま
し
た
。

　

常
設
サ
ロ
ン
は
、
平
日
の
10
時

～
16
時
と
し
、
受
診
の
合
間
や
散

歩
の
途
中
で
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
テ

ー
ブ
ル
、
椅
子
、
ソ
フ
ァ
ー
、
茶

器
、テ
レ
ビ
・
オ
ー
デ
ィ
オ
、麻
雀
、

囲
碁
、
将
棋
、
ト
ラ
ン
プ
、
花
札

の
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
な
ど
、
備
品
の

ほ
と
ん
ど
は
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の

置
き
土
産
、
友
の
会
や
職
員
、
高

齢
協
か
ら
の
持
ち
寄
り
で
す
。
挽

き
豆
式
コ
ー
ヒ
ー
セ
ッ
ト
は
購
入

し
、
コ
ー
ヒ
ー
代
の
み
１
杯
50
円

と
し
ま
し
た
。

報告する小幡副院長

し
ま
し
た
。

　

桜
井
議
員
は
、
公
的
保

険
制
度
の
維
持
に
つ
い
て

触
れ
、
コ
ス
ト
、
安
全
性

と
質
、
ア
ク
セ
ス
を
上
げ
、

日
本
の
公
的
保
険
の
す
ば

ら
し
さ
を
示
し
、
公
的
保

険
維
持
の
必
要
性
を
強
調

し
ま
し
た
。

　

小
池
議
員
は
、
安
倍
政

権
に
よ
る
社
会
保
障
の
後

退
で
医
療
と
介
護
は
危
機

的
状
況
に
あ
る
こ
と
を
示

し
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え

る
仕
組
み
づ
く
り
の
必
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。

　

三
氏
の
発
言
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
に
あ
た
り
寄
せ
ら
れ
た
質

問
か
ら
「
地
域
連
携
法
人
」「
国

民
皆
保
険
制
度
」
な
ど
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

か
ら
民
主
主
義
を
守
る
立
場
で
党

派
を
超
え
て
と
し
て
、「
安
保
法

案
」
に
対
す
る
発
言
を
各
議
員
に

求
め
討
論
を
終
了
し
た
。

坂
総
合
病
院
救
急
・
医
療
連
携
・

教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
説
明

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
続
き
、
小
幡

篤
坂
総
合
病
院
副
院
長
が
、救
急
・

医
療
連
携
・
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
コ
ン
セ
プ
ト
並
び
施
設
に
つ
い

て
説
明
を
行
な
い
、
地
域
で
の
救

急
医
療
・
医
療
関
係
者
の
教
育
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
予
定
し
て
い
た
「
法
人

創
立
65
周
年　

震
災
復
興
補
助
事

業
―
坂
総
合
病
院
救
急
・
医
療
連

携
・
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
完
成
記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
は
、栃
木
県
・

茨
城
県
、
そ
し
て
宮
城
県
で
の
河

川
の
氾
濫
・
土
砂
災
害
に
よ
り
多

く
の
方
が
被
災
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
被
災
者
の
一
日
も
早
い
復
旧

を
願
い
取
り
止
め
と
し
ま
し
た
。
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イ
ベ
ン
ト
企
画
は
、
ヨ
ガ
サ
ー

ク
ル
（
毎
週
水
・
金
午
後
）、
切

り
絵
サ
ー
ク
ル
（
毎
月
第
２
木
曜

午
後
）、
歌
う
会
（
毎
月
第
３
木

曜
日
午
後
）、お
茶
サ
ー
ク
ル
（
毎

月
第
２
火
曜
日
午
後
）、
脳
ト
レ

（
毎
週
火
曜
日
午
前
）
な
ど
が
始

ま
り
、７
月
か
ら
は
麻
雀
教
室（
毎

月
第
１
・
３
月
曜
午
後
）
も
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
ば
打
ち
・
食

べ
る
会
は
好
評
で
、
３
ヶ
月
１
回

く
ら
い
土
曜
日
を
利
用
し
て
の
開

催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
公
開
の
学
習
講
演
会
も
行

な
い
、
４
月
か
ら
毎
月
第
一
土
曜

日
午
後
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
４

月
か
ら
は
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
認

知
症
に
つ
い
て
」、
７
月
か
ら
は

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
介
護
保
険
に

つ
い
て
」を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

＊
写
真
は
、
切
り
絵
教
室
、
そ
ば

打
ち
、
認
知
症
学
習
会
の
ス
ナ
ッ

プ
写
真
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
企
画
は
各
サ
ー
ク
ル

で
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
街

外
れ
の
立
地
条
件
や
地
域
文
化
な

ど
か
ら
常
設
サ
ロ
ン
の
利
用
者

は
、
ま
だ
少
な
く
今
後
の
課
題
で

す
。
サ
ロ
ン
の
ホ
ス
ト
役
は
、
曜

日
を
決
め
て
民
医
連
Ｏ
Ｂ
、
友
の

会
会
員
、
高
齢
協
ス
タ
ッ
フ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
用
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
善
意
に
甘
え
続
け
て
良

い
の
か
も
課
題
で
す
。

仙
台
市
の
介
護
予
防
事
業
と

し
て
委
託
事
業
開
始

　

本
年
７
月
に
、
サ
ロ
ン
の
実
績

を
添
付
し
な
が
ら
、
仙
台
市
介
護

予
防
事
業
の
「
元
気
応
援
教
室
」

の
公
募
に
手
上
げ
し
た
と
こ
ろ
受

理
さ
れ
、
９
月
か
ら
毎
週
火
曜
日

午
後
に
、
委
託
事
業
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
元
気
応
援
教
室
の
経
験
の

あ
る
長
町
病
院
の
援
助
を
い
た
だ

き
な
が
ら
の
運
用
で
す
が
、
予
算

と
責
任
を
伴
う
事
業
と
な
り
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
の
モ
ッ
ト
ー
、「
リ
ラ

ッ
ク
ス
・
交
流
・
助
け
合
い
・
学

び
あ
い
」
の
「
助
け
合
い
」
は
こ

れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
地
域
の
高

齢
化
が
進
行
す
る
一
方
で
、
公
的

社
会
保
障
の
仕
組
み
の
切
り
捨
て

切
り
下
げ
が
強
行
さ
れ
る
中
、
住

民
自
ら
が
自
衛
の
意
味
で
も
互
助

的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を

構
築
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
ま
す
。

民
医
連
の
事
業
所
や
共
同
組
織

が
、
そ
の
役
割
を
担
う
運
動
体
の

一
つ
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
し
、
そ
の
力
も
内
在
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
は
そ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
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２
０
１
５
年
８
月
３
日
（
月
）

に
宮
城
県
の
「
診
療
所
型
認
知
症

疾
患
治
療
セ
ン
タ
ー
」
に
県
内
５

番
目
で
坂
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
宮
城
県
か
ら

複
数
の
担
当
者
が
来
院
さ
れ
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
小
幡
所
長
、
神
倉
事
務

長
、高
橋
看
護
部
長
同
席
の
も
と
、

私
今
田
と
阿
部
育
美
認
知
症
看
護

認
定
看
護
師
で
認
定
証
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
取
材
に

訪
れ
た
河
北
新
報
記
者
に
よ
っ
て

翌
々
日
の
河
北
新
報
紙
上
に
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

始
ま
り
は 

「
物
忘
れ
外
来
」
か
ら

　

指
定
へ
の
取
り
組
み
は
平
成
26

年
２
月
に
坂
総
合
病
院
冨
山
副
院

長
と
と
も
に
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

資
格
を
得
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
し

た
が
、
も
と
も
と
は
８
年
前
に
坂

総
合
病
院
に
て
開
始
し
た
「
物
忘

れ
外
来
」
に
よ
り
ま
す
。
外
来
の

中
で
お
会
い
し
た
た
く
さ
ん
の
患

者
さ
ん
、
家
族
の
方
々
、
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
病
院
内
の
医
師
、
地

域
の
開
業
医
の
先
生
方
の
思
い
を

具
体
化
し
た
も
の
と
も
い
え
ま

す
。
今
後
も
微
力
な
が
ら
力
を
尽

く
し
て
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
発
揮

し
て
行
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
的
連
携
の 

核
と
な
る
べ
き
任
務
も

　

さ
て
認
知
症
患
者
さ
ん
は
急

速
に
そ
の
数
を
増
や
し
て
い
ま

す
。
予
備
軍
を
入
れ
る
と
す
で
に

８
０
０
万
人
を
超
え
て
い
る
と
い

わ
れ
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
対
象
の

大
い
な
る
一
翼
と
な
っ
て
い
る
の

は
み
な
さ
ん
に
は
周
知
の
事
柄
と

思
い
ま
す
。

　

認
知
症
疾
患
治
療
セ
ン
タ
ー
は

そ
う
し
た
中
で
早
期
診
断
・
治
療

の
中
心
と
な
る
べ
き
存
在
で
す

が
、
加
え
て
早
期
支
援
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
の
派
遣
、
認
知
症
疾
患
地

域
連
携
協
議
会
の
組
織
・
運
営
な

ど
を
通
じ
て
地
域
的
連
携
の
核
と

な
る
べ
き
任
務
も
背
負
っ
て
い
ま

す
。

Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
が
必
要

　

ま
た
、さ
ら
に
民
医
連
ら
し
く
、

「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地

域
づ
く
り
」
も
め
ざ
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
今
日
、医
療
だ
け
で
は
な
く
、

○Foods

（
食
）

○Em
ploym

ent

（
雇
用
）

○Transportation

（
公

共
交
通
）

○H
ousing

（
居
住
）

○Energy　
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

○C
are

（
ケ
ア
）

○Know
ledge

（
そ
の
研
究
）

の
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
が
必

要
な
の
で
は
、
と
考
え
て

い
ま
す
。
総
合
的
な
地
域

の
変
革
の
課
題
と
結
び
つ

け
て
始
め
て
意
義
の
あ
る

取
り
組
み
が
で
き
る
も
の

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

職
員
・
役
員
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
叱
咤
激
励
と
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
切
に
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

宮城県から施設認定証を授与される今田理事長（右）　
クリニック１号館８階会議室

あいさつする今田理事長と専任看護師の阿部さん
（隣り）およびクリニック管理部のみなさん

友の会の健康講演会で認知症についてお話しする今田理事長（奥）
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最
初
は
不
安
と
戸
惑
、�

今
は
好
評
に

　

古
川
民
主
病
院
在
宅
室
で
、
電

子
カ
ル
テ
を
用
い
た
訪
問
診
療
を

７
月
中
旬
か
ら
始
め
て
２
カ
月
に

な
り
ま
し
た
。
長
ら
く
の
紙
カ
ル

テ
に
よ
る
診
療
ス
タ
イ
ル
か
ら
、

電
子
カ
ル
テ
で
の
運
用
へ
。

　

最
初
は
、
電
波
が
届
か
な
い
時

は
ど
う
な
る
？
電
子
カ
ル
テ
を
在

宅
中
に
開
い
て
の
作
業
が
可
能
な

の
か
？
な
ど
不
安
と
戸
惑
い
が
あ

り
ま
し
た
が
、
２
カ
月
目
の
現
在

は
「
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に
導
入
で

き
た
」「
紙
カ
ル
テ
作
成
の
手
間

が
省
け
た
」
と
好
評
で
す
。
時
折

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
途
切
れ
る
時
は

あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ
回
復
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
し
、
患
者
様
へ
の

説
明
の
為
に
そ
の
場
で
電
子
カ
ル

テ
を
使
う
事
も
、
違
和
感
な
く
始

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

携
わ
る
先
生
方
の
感
想
は

　

古
川
民
主
病
院
で
は
現
在
６
名

の
医
師
が
訪
問
診
療
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
先
生
方
に
感
想
を

伺
い
ま
し
た
。『
パ
ソ
コ
ン
画
面

上
で
過
去
カ
ル
テ
、
処
方
内
容
を

す
ぐ
参
照
で
き
、
変
更
指
示
を
出

入
力
で
き
る
の
は
便
利
。』『
楽
に

な
っ
た
。
今
ま
で
訪
問
先
で
メ
モ

を
取
る
の
と
、
カ
ル
テ
の
入
力
と

で
、
二
重
の
手
間
に
な
っ
て
い

た
。』『
車
中
で
病
棟
と
メ
ー
ル
し

て
対
応
で
き
る
の
が
あ
り
が
た

い
。』
等
々
。

　

訪
問
時
に
は
看
護
師
と
協
力
し

な
が
ら
、
各
々
の
先
生
の
ス
タ
イ

ル
で
電
子
カ
ル
テ
が
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

紙
カ
ル
テ
か
ら
電
子
カ
ル
テ
の�

フ
ル
活
用
に
改
善

　

事
務
方
面
で
は
、
今
ま
で
ス
タ

ン
プ
や
手
で
紙
カ
ル
テ
に
記
入
し

て
い
た
看
護
記
録
や
医
事
算
定
項

目
を
、
全
て
電
子
カ
ル
テ
で
記
入

で
き
る
よ
う
各
部
署
と
協
力
し
テ

ン
プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
て
お
り
、

そ
れ
を
使
い
入
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
医
事
と
の
問
題
も

起
き
て
お
ら
ず
、
今
後
は
レ
セ
プ

ト
算
定
漏
れ
対
策
に
役
立
っ
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

８
月
か
ら
は
、
今
ま
で
紙
で
残

し
て
い
た
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か

ら
の
基
本
情
報
を
、
テ
ン
プ
レ
ー

ト
か
ら
電
子
カ
ル
テ
に
入
力
す
る

作
業
を
実
践
中
で
す
。

　

こ
れ
が
終
了
し
た
ら
、
い
よ
い

よ
紙
カ
ル
テ
を
完
全
に
使
わ
な
い

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

当
在
宅
室
は
現
在
病
院
の
方
針

に
則
り
、
こ
の
電
子
カ
ル
テ
を
フ

ル
活
用
し
た
診
療
で
、
月
２
名
増

を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

在宅診療スタッフのみなさん
後列左が佃さん

電子カルテ入力中の藤本たか子先生

在宅電子カルテ運用拡大
古川民主病院在宅室看護師　佃　恵子
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　去年12月に開所した有料老人ホームはなみずきの奥村陽治です。
　出身は青森県で、仙台に来て15年位になりますが未だに訛りが抜けてないとよく言われます。

私の趣味は料理

　今回は私の趣味である料理について書かせて頂きます。
　18年前に独り暮らしを始めてから、美味しいものが食べたいという理由で徐々に料理を作るよ
うになりました。
　昔はあまりレシピを参照せず、カンだけで作っていたので、生焼け、焦がす、味濃すぎ等が多々
ありました。
　生焼けや濃すぎは修正できますが、焦がすのはどうしようもなく泣く泣く処分し、時間と材料費
をずいぶん無駄にしてきました。
　そんな経験を積んで、今では皆さんに美味しいと言って頂ける料理も作れるようになりました。

好評だった料理、唐揚げ、カレー

　ここから好評だった料理の紹介です。
　まずは唐揚げ。作り方は、麺つゆ、酒、こしょう、チューブしょうがを、なんとなく美味しいか
な？と感じる程度に混ぜあわせ、そこに大さじ２杯くらいのチューブにんにくを入れます、多めのに
んにくがポイントです。後は鳥モモ肉を小さめの一口大に切り、半日位漬けて置きます。漬け終わ
ったら粉の準備をします、自分は小麦粉と片栗粉を２対１で使用します。揚げる時は肉を小さく切
っているので、わりかし短い時間で済みます。この唐揚げの欠点は冷蔵庫がにんにく臭くなること
です。昔はにんにくチューブ半分位使っていましたが、冷蔵庫が臭くなるという苦情があるため量
を減らし今の形になりました、ラップしても匂い漏れるんです。
　次はカレーです。市販ルーを使い、いたってシンプルですが、玉ねぎを規定量の倍くらい使うの
がポイントです。使う肉は主に牛すじ肉で煮込み時間がかかりますが、その分美味しくできます。
牛すじ肉は一度アク抜きに下茹でしてから切ると楽です。玉ねぎはしんなりして甘い匂いがするま
で炒めます。よく飴色になる迄まで炒めるとありますが、そこまで根性はないので手を抜いてます。
後は肉と一緒に２時間位煮込んで、人参とじゃがいもを加えて更に30分位煮込みルーを入れて完
成です。ちなみにルーは２種類入れます。一種類だと何か物足りないので。後は気分次第でチョ
コを入れてみたり、牛乳を足したりします。

　今回は２種類しか紹介できませんでしたが、その他にも麺つゆやら切り干し大根の炒めもの、
卯の花、鯵のなめろうなど食べたいと思ったものを作ってる内に色々できるようになりました。
　これから秋になり美味しい食材がたくさん出てくる季節です、体重が増えすぎない程度に料理
生活を満喫していきます。

� はなみずき介護福祉士 奥村　陽治

何と言っても料理が

大好き！


